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・Energy Technology Perspectives 2008 (IEA)
・世界の再生可能エネルギー(Modern Renewables)
・わが国の再生可能エネルギー（新エネルギー）

・新エネルギー普及の政策目標

・期待されるバイオマス



Energy Technology Perspectives 2008 (IEA)

２０５０年までに温室効果ガス半減を実現する技術シナリオ



Energy Technology Perspectives 2008 (IEA)



Energy Technology Perspectives 2008 (IEA)

Power Plant Construction for 2010-2050



Energy Technology Perspectives 2008 (IEA)
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地球のエネルギーバランスと各種エネルギー資源 山地憲治、「エネルギー・環境・経済システム論｣より

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
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2005年度

実績
現状固定ケース・
努力継続ケース

最大導入ケース
現状固定ケース・
努力継続ケース

最大導入ケース

太陽光発電 35 140 350 669 1300

風力発電 44 164 200 243 269

廃棄物発電＋バイオマス発電 252 476 393 338 494

バイオマス熱利用 142 290 330 300 423

その他※ 687 663 763 596 716

合計 1160 1733 2036 2146 3202

※「その他」には、「太陽熱利用」、「廃棄物熱利用」、「未利用エネルギー」、「黒液・廃材等」が含まれる。

　「黒液・廃材等」の導入量は、基本的にエネルギー需給モデルにおける紙パの生産水準に依存するため、モデルで内生的に試算する。

2030年度2020年度

単位：石油換算万kL

需給部会資料（２００８年３月）より
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2005年度 2020年度 2030年度

［
万
ｋ
ｌ］ 新エネルギー

水力
地熱等

注）括弧内は、一次エネルギー国内供給に占める割合。

※は努力継続ケースの場合の値。

需給部会資料（２００８年３月）より

（5.9%）

（7.0%※）
（8.2%） （7.7%※）

（11.1%）



太陽熱とガス給湯のハイブリッドシステム

出所：新エネルギー部会資料（2008年4月4日）



新エネルギー部会資料（０８年４月４日）



バイオマス資源とエネルギー転換技術の対応マトリックス
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直接燃焼ボイラ ◎ ◎ ◎ ○ ◎

直接燃焼発電 ◎ ◎ ○ ○ △ ◎

固形燃料化 ◎ ◎ ○ ○ ◎

混焼発電 ◎ ◎ ○ △ ○ ◎

溶融ガス化 ○ ◎ ○

固定床ガス化 ◎ ○ ◎

低温流動層ガス化 ○ ○ ◎

噴流床ガス化 ○ ○ ○ ◎

高カロリーガス化 ○ ○ ○ ◎

急速熱分解 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

スラリー燃料化 ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○

直接液化 ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○

超臨界水ガス化 ○ ○ △ ○ ○
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エタノール発酵 ○ ○ ○ ○ ○ ◎

ｱｾﾄﾝ･ﾌﾞﾀﾉｰﾙ発酵 ○ ◎

水素発酵 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○
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出典）「新エネルギー等導入基礎調査出典）「新エネルギー等導入基礎調査
バイオマスエネルギーの利用・バイオマスエネルギーの利用・
普及政策に関する調査」普及政策に関する調査」
((社社))日本エネルギー学会日本エネルギー学会
平成平成1414年年55月月

◎：実用化実績のあるもの
○：実験的研究段階のもの
（パイロット規模の実証
試験を含む）

△：フィージビリティスタディ
段階のもの

◎：実用化実績のあるもの◎：実用化実績のあるもの
○：実験的研究段階のもの○：実験的研究段階のもの
（パイロット規模の実証（パイロット規模の実証
試験を含む）試験を含む）

△：フィージビリティスタディ△：フィージビリティスタディ
段階のもの段階のもの

注）本マトリックスは下記出典の調査に注）本マトリックスは下記出典の調査に
おける導入事例、研究開発事例のとおける導入事例、研究開発事例のと
りりまとめ結果であり、この表で無印まとめ結果であり、この表で無印
等になっていることをもって資源等になっていることをもって資源//
技術の適合性がないという短絡的な技術の適合性がないという短絡的な
判断は避けるべきである。判断は避けるべきである。

各種バイオマス資源をエネルギー各種バイオマス資源をエネルギー

 
に転換する技術の対応状況を、に転換する技術の対応状況を、
マトリックスとして示すとマトリックスとして示すと
左表のとおり。左表のとおり。





ブラジルの総栽培面積：約６０００万ha；内サトウキビ：537万ha

セラードの可能性：１億３０００万haの追加農地





なお、バイオディーゼルの原料として、熱帯地域ではパーム油が注目されている。



川島博之：「世界の食糧生産とバイオマスエネルギー」（東大出版会、２００８）



バイオエネルギー評価の課題

・バイオマス資源コストの精査

・休耕地および土地利用の精査

・エネルギー作物の展開は、食糧生産との競合だけで
 なく熱帯林保護との競合も深刻な問題

・土地利用変化に伴う土壌からの温室効果ガス排出

・施肥（特に窒素肥料）からのN2 O排出
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